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令和 5年度末の汚水処理人口普及状況について 
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PFAS の小冊子進呈中！ 
PFASとはPFOSやPFOAなどの有機フッ素化合物の総称で、撥水、撥油性を有し、難分解性で
安定しているために、様々な製品に使用されてきました。しかし、その安定性から環境中の 
残留性や生体内への蓄積性が問題視され、国内外で規制の動きがあります。 
当社では、PFAS の規制などに関する情報を小冊子としてまとめ、希望者に進呈いたします。 

環境省、農林水産省、国土交通省は、2023 年度末時点における全国の汚水処理人口普及状況を 

合同で調査を行い、その結果を取りまとめました。 

 全国の汚水処理施設の処理人口は、1億 1,614 万人となり、この数字を総人口に対する割合でみた

汚水処理人口普及率は、93.3％（2022 年度末については、92.9％）となりましたが、未だに 

約 830 万人が汚水処理施設を利用できない状況です。 

 この普及状況は、大都市と中小市町村で大きな差があり、特に人口 5 万人未満の市町村の 

汚水処理人口普及率は 84.0％（2022 年度末については、83.4％）と、全国平均からいまだ大きく 

後れている状況です。 

 関東地方では、東京都(99.9％)が最も普及率が高く、次いで神奈川県（98.5％）、埼玉県(94.0％)、

千葉県(91.2％)、栃木県(89.9％)、茨城県(88.1％)、群馬県(85.0％）という結果でした。 

 処理人口を各処理施設別にみると、下水道によるものが 1 億 128 万人（総人口に対する 

普及率 81.4％）、農業集落排水施設等によるものが 294 万人（同 2.4％）、浄化槽によるものが 

1,177 万人（同 9.5％）、コミュニティ・プラントによるものが 15 万人（同 0.1％）でした。 

当社では、多くの排水項目の分析について長年の実績があり、短納期での対応が可能です。 

ご不明な点等ありましたら、是非一度ご相談下さい。  
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